
　　
八
田
家
書
院
で
「
鄙
の
会
」
主
催
の

「
つ
る
し
雛
学
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
制
作
す
る
作
品
等

○
9
月
26
日
（
水
）

　
ミ
ニ
チ
ュ
ア
着
物

○
10
月
24
日
（
水
）

　
着
物
を
着
て
い
る
ウ
サ
ギ

○
11
月
14
日
（
水
）

　
三
番
叟

※
各
学
習
会
は
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
の
間
に
作
品
を

完
成
さ
せ
ま
す
。

▼
場
所
　
八
田
家
書
院

▼
参
加
費
　
1
人
　
1
5
0
0
円
（
材

料
費
含
む
）

▼
持
ち
物

　
昼
食
・
裁
縫
用
具

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
八
田
家
書
院
管
理
室

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
1
1

　
第
一
美
術
協
会
会
員
の
洋
画
家
で
新

潟
県
立
大
学
教
授
の
戸
澗
幸
夫
先
生
の

絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間
　
9
月
12
日
（
水
）
〜
10
月
15
日

（
月
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日
お
よ
び
9

月
17
日
（
月
）
・
22
日
（
土
）
、
10
月
8

日
（
月
）

▼
場
所
　
春
日
居
郷
土
館

▼
入
館
料

　
大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

　
小
・
中
学
生
　
1
0
0
円

■
問
合
せ
先

・
春
日
居
郷
土
館

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
5
1
0
0

・
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
境
川
町
在
住
・
安
藤
彩
子
さ
ん
の
「
卵

殻
モ
ザ
イ
ク
画
」
の
展
示
と
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

○
展
示

　
9
月
22
日
（
土
）
〜
30
日
（
日
）

○
講
習
会

・
9
月
29
日
（
土
）

　
午
後
1
時
〜
3
時

・
9
月
30
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
定
員
　
29
日
、
30
日
と
も
各
10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費
　
1
5
0
0
円

※
入
館
料
は
無
料

▼
申
込
方
法
　
9
月
18
日
（
火
）
〜
9
月

24
日
（
月
）
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
の
間
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
八
代
郷
土
館

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

▼
日
時
　
11
月
8
日
（
木
）

▼
場
所
　
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ

▼
競
技
方
法

　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

▼
順
位
決
定
　
ぺ
リ
ア
方
式

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
プ
レ
ー
費
は

自
己
負
担
）

▼
プ
レ
ー
費
　
6
5
0
0
円
位
（
セ
ル

フ
食
事
付
き
）

▼
定
員
　
1
8
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限
　
10
月
15
日
（
月
）

▼
申
込
方
法
　
地
区
役
員
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
2
人
で
も
4
人
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

▼
地
区
役
員

○
石
和
　
竹
村
孝

　
☎
0
9
0
（
2
6
5
5
）
3
3
1
1

○
御
坂
　
雨
宮
君
雄

　
☎
0
9
0
（
8
8
9
1
）
5
2
8
3

○
一
宮
　
吉
岡
政
樹

　
☎
0
9
0
（
3
2
4
2
）
3
2
7
5

○
八
代
　
北
嶋
恒
男

　
☎
0
9
0
（
3
5
2
5
）
3
4
4
6

○
境
川
　
斉
藤
智
雄

　
☎
0
9
0
（
4
7
4
7
）
8
3
6
5

○
春
日
居
　
窪
田
金
廣

　
☎
0
9
0
（
1
4
5
3
）
5
1
0
0

■
問
合
せ
先

　
市
ゴ
ル
フ
連
盟
事
務
局
　
竹
内

　
☎
0
9
0
（
3
2
4
3
）
8
6
7
1

そ
う

ひ
な

と
　
ま

ゆ
き
お

けし

渦文深鉢

みさかっぱ

ヤッホー

敷石住居跡出土状況
屏風　芥子

�　
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
・
エ
リ
ア
マ
ッ
プ

で
紹
介
し
た
遺
跡
を
訪
ね
る
シ
リ
ー
ズ

の
3
回
目
と
し
て
今
回
は
『
桂
野
遺
跡
』

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
桂
野
遺
跡
は
、
御
坂
町
上
黒
駒
地
域

の
桂
野
台
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
縄

文
時
代
中
期
（
約
５
５
０
０
年
前
〜

4
5
0
0
年
前
）
を
中
心
と
す
る
集
落

遺
跡
で
、
そ
の
範
囲
は
東
西
約
５
０
０

メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル

に
も
及
び
ま
す
。
甲
府
盆
地
東
側
に
は
、

釈
迦
堂
遺
跡
・
花
鳥
山
遺
跡
・
三
光
遺
跡
・

中
丸
遺
跡
な
ど
の
著
名
な
縄
文
時
代
の

遺
跡
が
あ
り
、
当
時
、
一
帯
に
縄
文
文

化
が
栄
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
桂
野
遺
跡
に
お
い
て
は
、
昭
和
28
年

の
農
道
工
事
の
際
に
多
く
の
縄
文
土
器

が
出
土
し
、
そ
れ
を
契
機
に
そ
の
後
も

数
度
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
9
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査

で
は
、
多
く
の
住
居
跡
・
墓
・
落
と
し

穴
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
土
偶
が
出
土

　
出
土
し
た
土
器
の
表
面
に
は
、
だ
円

や
長
方
形
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
幾

何
学
文
様
や
、
へ
び
な
ど
の
動
物
を
表

現
し
た
文
様
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
過
去
の
調
査
で
は
、
土
器
の
表
面

全
体
に
渦
巻
き
文
様
が
描
か
れ
て
い
る

通
称
「
渦
文
深
鉢
」
と
呼
ば
れ
る
土
器

も
出
土
し
ま
し
た
。

　
土
偶
は
、
県
で
確
認
さ
れ
て
い
る
約

２
６
０
０
点
の
土
偶
の
う
ち
約
１
１
０

点
が
桂
野
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

胴
部
で
ふ
た
つ
に
折
ら
れ
た
通
称
カ
ッ

パ
型
土
偶
（
愛
称
み
さ
か
っ
ぱ
）
、
同
じ

状
況
で
出
土
し
た
通
称
バ
ン
ザ
イ
土
偶
（
愛

称
ヤ
ッ
ホ
ー
）
な
ど
自
ら
立
つ
こ
と
が

で
き
る
立
像
土
偶
や
、
手
を
肩
に
お
い

た
ポ
ー
ズ
土
偶
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
土
偶
が
出
土
し
ま
し
た
。
土
偶
は
、

縄
文
時
代
前
期
か
ら
晩
期
ま
で
つ
く
ら

れ
ま
し
た
が
、
県
で
は
、
縄
文
時
代
中

期
の
も
の
が
大
部
分
で
す
。
ま
た
、
大

多
数
の
土
偶
は
、
故
意
に
壊
さ
れ
た
状

況
で
出
土
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
出
土
し
た
土
偶
に
は
、

ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
読
者
の
皆
さ

ん
も
、
想
像
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

床
に
石
を
敷
い
た
住
居
跡

　
最
後
に
紹
介
す
る
の
は
敷
石
住
居
跡

で
す
。
敷
石
住
居
跡
は
、
縄
文
時
代
中

期
に
出
現
し
、
縄
文
時
代
後
期
（
約
４

５
０
０
年
前
〜
3
3
0
0
年
前
）
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
県
内
で
は
、

約
２
０
０
軒
の
敷
石
住
居
跡
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
縄
文
時
代
中

期
の
敷
石
住
居
跡
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
桂
野
遺
跡

で
は
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
に
欠
損

し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残

っ
て
い
る
部
分
だ
け
で
も
、
使
用
さ
れ

た
石
材
は
3
6
8
点
に
も
及
び
ま
す
。

最
も
大
き
な
石
は
、
1
5
0
キ
ロ
グ
ラ

ム
か
ら
2
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
、
桂
野
遺
跡
に
つ

い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
桂

野
遺
跡
は
、
土
の
中
で
静
か
に
眠
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
出
土
し
た
土
器
な
ど
は
、

県
立
博
物
館
や
春
日
居
郷
土
館
に
展
示

さ
れ
、
縄
文
時
代
の
生
活
の
一
端
を
私

た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
遺
跡
を
紹
介
し
た
ス
ポ
ッ
ト

ガ
イ
ド
・
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
は
各
支
所
や

市
立
図
書
館
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

か
も
ん
ふ
か
ば
ち


